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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
と

　
　
　〝
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
三
二
年
テ
ー
ゼ
〟

        「
昭
和
戦
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
研
究
会
」
の
資
料
集
成
作
業
の
中
か
ら

伊
　
藤
　
　
純

一
．
は
じ
め
に

　

現
在
わ
れ
わ
れ
は
「
昭
和
戦
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
研
究

会
」
の
資
料
集
成
作
業
と
し
て
小
樽
文
学
館
所
蔵
池
田
壽ひ

さ
お夫

旧
蔵
書（

１
）、

元

関
西
大
学
教
授
浦
西
和
彦
先
生
所
蔵
資
料
な
ど
、
主
と
し
て
全
日
本
無
産

者
芸
術
聯
盟
（
N
A
P
F
）
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
（
K
O
P
F
）

関
連
の
生
資
料
約
一
万
点
の
画
像
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
過
程
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
─
─
ビ
ラ
、
檄
文
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

各
種
の
機
関
文
書
な
ど
に
、
繰
り
返
し
出
現
す
る
独
特
の
定
型
的
な
言
葉
、

論
理
展
開
に
辟
易
し
つ
つ
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
一
体
こ
れ
は

何
な
の
か
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
〝
同
義
反
復
〟
の
氾
濫
が
生
じ
て
い
る
の
か
。

　

し
か
も
こ
れ
ら
は
、
一
次
資
料
、
同
時
代
資
料
で
あ
り
、
誰
か
が
意
図

的
に
作
成
し
た
虚
構
の
文
書
で
は
な
い
。
こ
の
時
代
の
多
数
の
人
々
が

〝
そ
の
気
に
な
っ
て
〟
時
に
は
危
険
を
冒
し
、
疲
労
や
睡
魔
と
闘
い
な
が
ら
、

無
償
の
正
義
感
に
燃
え
て
ガ
リ
版
（
謄
写
版
）
を
切
っ
て
作
り
あ
げ
た
歴

史
的
実
在
物
で
あ
る
。
一
体
そ
こ
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
を
、
考
え
て
み

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

現
時
点
で
は
上
記
の
集
成
事
業
は
完
成
途
上
で
公
開
に
到
っ
て
い
な

い
が
、
小
樽
文
学
館
の
「
池
田
壽
夫
旧
蔵
書
」
（
以
下
池
田
旧
蔵
書
と
略
記
）

は
同
館
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
主
に
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
検

討
す
る
。

二
．
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
文
書
に
見
る
定
型
的
表
現

　

そ
の
言
い
回
し
の
代
表
的
な
一
例
と
し
て
池
田
旧
蔵
書
所
収
の
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
「
第
六
回
大
会
中
央
委
員
会
報
告
」

（
２
）

と
い
う
文
書

を
例
示
し
よ
う
。
こ
の
文
書
は
小
林
多
喜
二
が
築
地
警
察
署
で
虐
殺
さ
れ

た
三
ヵ
月
後
、
未
だ
さ
め
や
ら
ぬ
怒
り
と
恐
怖
の
中
で
書
か
れ
た
も
の
で
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あ
る
こ
と
は
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
文

は
難
読
の
謄
写
版
印
刷
物

で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
の

部
分
を
書
き
出
し
て
み
る

と
─
─…

…
一
九
三
二
年

か
ら
今
日
に
到
る

期
間
を
特
徴
づ
け

る
も
の
は
、
国
際

的
、
国
内
的
情
勢
の

義
の
一
般
的
危
機
の
条
件
下
に
於
て
、
既
に
狭
隘
化
し
た
市
場
間
に

対
立
の
極
度
の
激
化
を
導
い
た
。

　

資
本
主
義
的
安
定
の
終
焉
は
戦
争
の
新
た
な
る
週
期
へ
の
直
接

的
な
突
入
を
意
味
す
る
。
…
…
日
本
帝
国
主
義
は
、
今
や
北
支
進

入
を
目
前
に
し
て
此
の
両
帝
国
主
義
（
＊
英
仏
・
筆
者
注
、
以
下
同
じ
）

と
の
対
立
が
激
化
し
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
の
矛
盾
は
太
平
洋
を

は
さ
ん
で
異
常
に
激
化
し
爆
薬
は
ま
さ
に
点
火
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ

り
硝
煙
は
太
平
洋
を
掩
は
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
。

（
…
…
は
中
略
を
示
す
、
以
下
同
じ
）

　

一
九
三
三
年
の
文
書
と
し
て
は
、
よ
く
十
年
後
の
戦
争
を
予
言
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
種
の
文
章
の
書
き
出
し
部
分
の
定
型
が
、

十
分
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
〝
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
深

化
で
動
乱
は
旬
日
に
迫
っ
て
い
る
〟
、
そ
れ
に
た
い
し
て
〝
新
興
ソ
連
の

社
会
主
義
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
〟
と
い
う
対
比
的
文
言
で
あ
る
。

三
．
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
の
文
書

　

同
じ
く
池
田
旧
蔵
書
に
あ
る
、
文
化
聯
盟
傘
下
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

美
術
家
同
盟
の
同
時
期
の
文
書
も
、
瓜
二
つ
の
言
い
回
し
が
氾
濫
し
て
い

る
。
さ
ら
に
こ
の
文
書
で
は
、
作
家
同
盟
文
書
で
は
明
確
に
は
言
及
さ
れ

な
か
っ
た
「
戦
略
の
変
更
」
と
い
う
言
葉
が
出
現
す
る
。

（図①）「第六回大会中央委員会報告」の表
紙と目次部分。

異
常
な
る
変
化
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
激
化
と
社
会

主
義
的
工
業
化
、
共
営
化
及
び
文
化
革
命
の
大
綱
領
を
巨
人
的
テ
ン

ポ
を
以
っ
て
遂
行
し
つ
つ
あ
る
ソ
ヴ
エ
ー
ト
同
盟
に
あ
っ
て
、
階
級

の
最
後
的
精
算
と
、
国
の
全
勤
労
人
口
を
階
級
な
き
社
会
主
義
の
意

識
的
・
積
極
的
建
設
者
へ
転
化
す
る
事
を
目
標
と
す
る
第
二
次
五
ケ

年
計
劃
が
開
始
さ
れ
、
社
会
主
義
的
世
界
革
命
の
根
拠
地
と
し
て
の

国
際
的
威
力
が
万
国
の
労
働
者
農
民
勤
労
階
級
に
確
固
た
る
道
標

と
自
信
を
与
へ
つ
ゝ
あ
る
。

　

他
方
資
本
主
義
世
界
に
お
い
て
は
、
経
済
恐
慌
は
益
々
激
化
し
、

…
…
国
粋
主
義
、
排
外
主
義
の
必
死
的
努
力
に
も
拘

マ

マ

ら
は
ず
、
不
断

に
成
長
し
つ
ゝ
あ
る
世
界
経
済
恐
慌
は
、
生
産
の
可
能
性
と
資
本
主
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二
次
五
ケ
年
計
画
の
遂
行
へ
と
邁
進
し
つ
ゝ
あ
り
…
…

　

し
か
る
に
資
本
主
義
世
界
で
は
─
─
経
済
恐
慌
の
深
刻
化
、
帝
国

主
義
諸
国
並
び
に
植
民
地
諸
国
に
於
け
る
×
×
（
＊
革
命
）
的
昂
揚

の
成
長
、
帝
国
主
義
諸
国
家
間
の
対
立
の
一
層
の
激
化
…
…
か
く
し

て
、
資
本
主
義
の
相
対
的
安
定
の
終
焉
の
時
期
が
到
来
し
た

　

こ
こ
で
は
、
型
の
如
く
〝
資
本
主
義
安
定
期
の
終
焉
〟
と
〝
ソ
ヴ
エ
ー

ト
同
盟
に
於
け
る
昂
揚
〟
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
「
D
」
章
で

は
「
戦
略
の
変
更
」
が
説
明
さ
れ
る
。

Ｄ
．
我
々
の
新
し
い
任
務
…
…
重
要
な
問
題
─
─
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
戦
略
の
変
更
に
伴
ふ
プ
ロ
文
化
・
美
術
運
動
の
新
た

な
る
段
階
で
あ
る
。
戦
略
の
変
更
の
問
題
と
は
、
そ
の
基
本
的
な
部

分
は
、
日
本
に
於
て
当
面
す
る
×
×
（
＊
革
命
）
の
性
質
に
関
す
る

規
定
を
、
「
社
会
主
義
革
命
へ
の
強
行
的
転
化
の
傾
向
を
持
つ
ブ
ル

ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
×
×
（
＊
革
命
）
で
あ
る
。
」
と
云
ふ
様
に
、
最
近

改
め
ら
れ
た
こ
と
に
最
も
関
係
し
て
居
る
。
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も

先
づ
、
日
本
に
お
け
る
農
業
×
×
（
＊
革
命
）
の
意
義
と
×
×
（
＊

天
皇
）
制
の
役
割
と
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
か
ら
我
々
が
脱
却
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。

…
…
我
々
は
今
ま
で
「
戦
争
と
フ
ア
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
争
」
を

我
々
の
主
要
課
題
と
し
て
来
た
が
、
日
本
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア

=

地
主
的
×
×
（
＊
天
皇
）
制
の
比
重
が
正
当
に
評
価
さ
れ
た
今
日
、

こ
の
課
題
は
、
戦
争
と
絶
対
主
義
に
対
す
る
闘
争
と
改
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

美
術
家
団
体
の
文
書
と
し
て
見
る
と
、
奇
異
な
感
じ
が
否
め
な
い
。
こ

の
美
術
家
団
体
の
〝
外
部
〟
の
何
処
か
で
何
者
か
に
よ
っ
て
、
運
動
戦
略

の
変
更
が
決
定
さ
れ
た
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
、
直
ち
に
こ
の
美
術
家
団
体

で
も
考
え
方
と
行
動
を
変
え
る
こ
と
が
〝
要
求
〟
さ
れ
て
い
る
と
会
員
に

対
し
て
下
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（図②）「新しい情勢と美術運動の新しい任務　
１９３３・３・１８／日本プロレタリア美術家同盟常任
中央委員会」

Ａ
．
戦
争
の
拡
大

と
革
命
的
危
機

の

切

迫

…
…

新

し
い
情
勢
、
そ
れ

は
「
資
本
主
義
安

定
期
の
終
焉
と

ソ
ヴ
エ
ー
ト
同

盟
に
於
け
る
昂

揚
」
を
も
つ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
て

居
る
。
ソ
ヴ
エ
ー

ト
同
盟
で
は
第

一
次
五
ケ
年
計

画
を
四
ケ
年
に

完

成
し

…
…

第
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こ
こ
で
〝
我
々
の
新
し
い
任
務
〟
と
し
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
変
更
点

は
要
約
す
る
と
─
─

①
目
ざ
す
べ
き
日
本
革
命
戦
略
の
基
本
は
、
当
面
は
近
代
的
民
主
主
義

を
求
め
る
反
封
建
革
命
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
革
命
勢
力
の
努
力
に

よ
っ
て
、
社
会
主
義
を
目
ざ
す
革
命
に
変
質
さ
せ
て
い
く
。

②
従
っ
て
、
当
面
の
闘
争
の
相
手
は
、
封
建
的
地
主
勢
力
と
資
本
家
勢

力
の
利
益
を
代
表
す
る
〝
天
皇
制
官
僚
体
制
〟
で
あ
る
。

─
─
と
い
う
二
段
階
革
命
戦
略
を
指
し
示
し
、
直
接
に
社
会
主
義
を
目
ざ

す
一
段
階
革
命
戦
略
か
ら
の
変
更
を
告
知
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
告
知
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン（

３
）の

「
日
本
問
題
テ
ー
ゼ
三
一
年

草
案
」
か
ら
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
へ
の
変
更
に
符
節
を
合
し
て
い
る
の
で

あ
る
。四

．
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日
本
問
題
テ
ー
ゼ
」
の
変
遷

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
当
初
は
、
世
界
各
国
の
社
会
主
義
運
動
を
支
援
す
る

運
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
最
も
状
勢
が
切
迫
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
ド
イ

ツ
で
さ
え
革
命
は
失
敗
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
高
度
に
発
達
し
、

そ
れ
故
に
体
制
の
矛
盾
と
行
き
づ
ま
り
が
極
限
に
達
し
て
い
る
は
ず
の
資

本
主
義
国
か
ら
革
命
が
起
こ
り
、
世
界
に
連
鎖
す
る
と
い
う
〝
世
界
革
命
〟

の
イ
メ
ー
ジ
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
二
八

年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
に
登
場
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
こ
の
〝
世

界
革
命
〟
イ
メ
ー
ジ
を
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム（

４
）と

し
て
排
斥
し
、
資
本
主
義
諸
国

家
に
取
り
巻
か
れ
た
状
況
で
も
、
一
国
で
社
会
主
義
国
家
は
建
設
で
き
る

と
い
う
「
一
国
社
会
主
義
論
」
を
主
張
し
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
変
化
に
よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
役
割
は
、
世
界
革
命
の
〝
輸
出

セ
ン
タ
ー
〟
と
い
う
よ
り
は
、
世
界
の
資
本
主
義
国
の
渦
中
で
、
一
国
だ

け
の
社
会
主
義
国
家
と
し
て
生
き
て
行
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
「
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
」を
社
会
主
義
の
前
衛
と
し
て
擁
護
す
る
〝
世

界
共
産
党
の
総
本
部
〟
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
は
、
こ
と
に
、
帝
制
ロ
シ
ア
以
来
東
北
ア
ジ
ア
で
利
害
の
対
立
す
る

こ
と
が
多
い
日
本
に
強
い
警
戒
感
を
抱
き
、
次
に
示
す
よ
う
な
日
本
に
特

化
し
た
テ
ー
ゼ
（these

＝
方
針
書
、
綱
領
）
を
何
度
も
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

（
５
）◆

一
九
二
二
年
の
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」

　

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
の
テ
ー
ゼ
は
比
較
的
短
文
だ
が
、
そ
の

後
の
日
本
関
連
テ
ー
ゼ
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
方
向
付
け
た
も
の
と
い
え

る
。
そ
の
要
旨
は
─
─
日
本
を
「
封
建
的
遺
制
・
君
主
制
権
力
が
支
配
の

根
幹
を
な
す
国
家
」
と
規
定
し
、
こ
れ
に
た
い
す
る
「
民
主
的
権
利
を
要

求
す
る
、
一
種
の
近
代
化
革
命
が
先
ず
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
社
会
主
義
革

命
の
露
払
い
に
な
る
」
と
い
う
典
型
的
二
段
階
革
命
論
を
唱
え
て
い
る
。

◆
一
九
二
七
年
「
日
本
に
関
す
る
決
議
」
（
二
七
年
テ
ー
ゼ
）

 
 

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
の
こ
の
テ
ー
ゼ
は
─
─
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日
本
国
家
の
民
主
化
、
君
主
制
の
精
算
、
現
存
支
配
閥
の
権
力
よ
り

の
駆
逐
等
の
た
め
の
闘
争
は
…
…
資
本
が
高
度
の
ト
ラ
ス
ト
化
の

水
準
に
達
し
た
国
に
お
い
て
は
不
可
避
的
封
建
的
残
存
物
に
対
す

る
闘
争
よ
り
資
本
主
義
そ
れ
自
体
に
対
す
る
闘
争
に
転
化
す
る
で

あ
ろ
う
。
日
本
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
は
極
め
て
急
速
度
に

社
会
主
義
革
命
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
）

と
し
て
、
二
二
年
文
書
の
二
段
階
革
命
論
を
踏
襲
し
つ
つ
、
資
本
主
義
の

高
度
化
に
伴
っ
て
社
会
主
義
へ
の
転
化
が
よ
り
早
急
に
起
こ
り
う
る
、
と

一
段
階
革
命
論
に
近
づ
い
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

　

も
っ
と
も
「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
の
、
そ
れ
が
発
せ
ら
れ
た
時
点
で
の
最

大
の
訴
求
点
は
一
段
か
二
段
か
と
い
う
〝
歴
史
認
識
〟
よ
り
も
、
当
時
の

日
本
の
社
会
主
義
運
動
の
落
ち
込
ん
で
い
た
分
裂
状
態
─
─
山
川
イ
ズ
ム

と
福
本
イ
ズ
ム
の
分
裂
を
解
消
し
戦
線
を
統
一
す
る
こ
と
へ
の
勧
告
で

あ
っ
た
。

◆
一
九
三
一
年
の
「
日
本
共
産
党
政
治
テ
ー
ゼ
草
案
」

　

「
三
一
年
テ
ー
ゼ
草
案
」
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
従
来
の
「
二
段
階
革
命
論
」

を
修
正
し
、

か
く
し
て
若
き
日
本
資
本
主
義
国
は
、
国
内
の
労
働
者
農
民
の
血
税

と
、
植
民
地
反
植
民
地
民
衆
の
鮮
血
を
吸
う
て
急
速
に
成
長
し
…
…

こ
の
時
代
に
お
け
る
基
本
的
な
階
級
的
矛
盾
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
対
立
で
あ
る
。

か
く
て
来
た
る
べ
き
日
本
の
革
命
の
性
質
は
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主

義
的
任
務
を
広
汎
に
抱
擁
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
』
で
あ
る
。

（
７
）

と
、
直
接
社
会
主
義
革
命
を
目
ざ
す
一
段
階
革
命
論
を
表
明
し
た
こ
と
で

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
起
草
者
の
失
脚
に
よ
っ
て
草
案
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ

た
。
し
か
し
、
一
段
階
革
命
論
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
が
半
封

建
的
絶
対
主
義
段
階
か
ら
抜
け
出
し
て
、
近
代
的
金
融
・
産
業
シ
ス
テ
ム

を
獲
得
し
た
進
ん
だ
資
本
主
義
国
の
段
階
に
到
達
し
た
と
認
め
る
こ
と
を

意
味
し
、
歴
史
認
識
の
大
き
な
変
化
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
テ
ー
ゼ
は

「
草
案
」
で
は
あ
っ
た
が
日
本
の
社
会
主
義
運
動
、
文
化
運
動
に
一
定
の

影
響
を
与
え
た
。

　

「
三
一
年
テ
ー
ゼ
草
案
」
は
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
大
学
で
五
年
間
学
ん
だ

風
間
丈
吉
が
起
草
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
帰
国
し
共
産
党
を

再
建
し
た
風
間
に
よ
っ
て
『
赤
旗
』
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
風
間
が

委
員
長
と
な
り
一
九
三
一
年
一
月
か
ら
一
九
三
二
年
十
月
ま
で
存
続
し
た

共
産
党
組
織
は
後
に
「
非
常
時
共
産
党
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
お
ど

ろ
お
ど
ろ
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
関
わ
ら
ず
「
非
常
時
共
産
党
」
は
、
大

衆
化
を
狙
い
シ
ン
パ
（
同
情
者
・
資
金
提
供
者
）
組
織
を
拡
大
す
る
開
放
的

政
策
を
と
っ
た
。
シ
ン
パ
は
多
く
の
有
名
人
、
は
て
は
皇
族
の
一
部
に
ま

で
及
び
、
機
関
紙
『
赤
旗
』
が
活
版
・
週
刊
で
発
行
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、

党
勢
は
戦
前
期
で
は
最
大
に
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
８
） 
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こ
の
よ
う
な
大
衆
化
、
党
勢
拡
大
は
、
基
本
政
策
の
上
で
、
直
接
社
会

主
義
革
命
を
志
向
す
る
と
い
う
わ
か
り
や
す
さ
と
、
反
封
建
・
天
皇
制
廃

絶
と
い
う
日
本
人
の
心
情
に
な
じ
み
に
く
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
蔭
に
隠
し
た

と
い
う
効
果
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
三
二
年
五
月
開
催
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
五
回
大
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も

・
帝
国
主
義
戦
争
反
対
！

・
ソ
ビ
エ
ト
同
盟
、
中
国
ソ
ビ
エ
ト
革
命
擁
護
！

・
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
学
打
倒
！

・
サ
ー
ク
ル
組
織
を
重
要
産
業
の
大
工
場
と
貧
農
の
密
集
地
帯
へ
！

飯
塚
盈

み
つ
の
ぶ延

）
の
一
人
、
飯
塚
が
、
現
在
で
は
ス
パ
イ

M
、
あ
る
い
は
ス
パ

イ
松
村
と
し
て
活
動
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い
る
警
視
庁
毛
利
特
高
課
長

直
属
の
ス
パ
イ
だ
っ
た
。

（
９
）

ス
パ
イ

M
は
風
間
共
産
党
の
資
金
と
設
営
と

い
う
非
合
法
活
動
の
根
幹
を
担
当
し
、
一
九
三
二
年
末
ま
で
に
ほ
ぼ
共
産

党
組
織
を
壊
滅
に
追
い
こ
ん
だ
。

　

一
面
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
期
の
シ
ン
パ
組
織
の
大
衆
化
路
線
は
、
周

辺
同
情
者
ま
で
を
一
網
打
尽
に
あ
ぶ
り
出
す
た
め
の
毛
利
特
高
課
長
の

〝
泳
が
せ
〟
戦
略
だ
っ
た
と
も
見
え
る
面
が
あ
り
、
事
実
こ
の
時
期
に
は

ス
パ
イ

M
の
正
確
な
情
報
に
基
づ
く
作
家
同
盟
周
辺
の
シ
ン
パ
、
資
金

供
与
者
へ
の
検
挙
が
的
確
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
（
脚
注
８
）
の
貴
司

の
記
述
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
。

◆
一
九
三
二
年
の
「
日
本
に
お
け
る
情
勢
と
日
本
共
産
党
の
任
務
に

関
す
る
テ
ー
ゼ
」
（
三
二
年
テ
ー
ゼ
）

　

三
二
年
テ
ー
ゼ
は
、
三
一
年
テ
ー
ゼ
を
否
定
し
、
二
七
年
テ
ー
ゼ
以
上

に
ラ
ジ
カ
ル
な
〝
二
段
階
革
命
論
〟
に
立
ち
戻
っ
た
。
こ
の
テ
ー
ゼ
の
根

幹
を
な
す
基
本
的
文
言
は
─
─

日
本
の
天
皇
制
は
、
一
方
で
主
と
し
て
地
主
と
し
て
寄
生
的
封
建
的

階
級
に
立
脚
し
、
他
方
で
は
又
急
速
に
富
み
つ
つ
あ
る
強
欲
な
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
も
立
脚
し
、
こ
れ
ら
の
階
級
の
棟
領
と
極
め
て
密
接

な
永
続
的
ブ
ロ
ッ
ク
を
結
び
、
仲
々
う
ま
く
柔
軟
性
を
も
っ
て
両
階

級
の
利
益
を
代
表
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
の
天
皇
制
は
、
そ
の

（図③）「日本プロレタリア作家同盟第五回
大会スローガン」

な
ど
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
が
、
天
皇

制
へ
の
言
及
は
避

け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の

〝
大
衆
路
線
共
産

党
〟
に
は
、
驚
く

べ
き
〝
闇
〟
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
い

た
。
五
人
の
中
央

委
員
（
風
間
丈
吉
、

岩
田
義
道
、
宮
川
寅

雄
、
紺
野
与
次
郎
、
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は
従
属
し
な
い
自
由
度
を
保
つ
独
自

の
「
絶
対
主
義
天
皇
制
」
が
具
体
的
な

権
力
機
構
、
暴
力
シ
ス
テ
ム
と
し
て
日

本
国
民
の
上
に
君
臨
し
て
い
る
と
い
う
、

独
特
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
構
造
を
提
起
し

た
。
議
会
は
立
憲
制
を
偽
装
す
る
た
め

の
形
骸
的
組
織
、
軍
部
は
天
皇
制
権
力

を
も
相
対
化
し
う
る
独
自
の
暴
力
組
織

と
し
て
、
三
角
形
の
外
側
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ

た
〝
日
本
帝
国
主
義
〟
の
性
質
と
し
て

─
─

…
…
強
盗
帝
国
主
義
の
企
て
た

全
軍
事
行
動
（
＊
「
満
州
の
占
領
、
上
海
及
び
支
那
そ
の
他
の
地
方
に
お

け
る
血
腥
き
諸
事
件
」
と
テ
ー
ゼ
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
）
は
、
現
在
の

世
界
経
済
恐
慌
の
諸
関
係
の
下
に
最
大
の
帝
国
主
義
強
国
の
一
つ

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
最
初
の
、
広
汎
な
計
画
を
持
つ
軍
事
的
進
出
で

あ
る
。（

（1
（

日
本
に
お
い
て
独
占
資
本
主
義
の
侵
略
性
は
絶
対
主
義
的
な
軍
事

的
＝
封
建
的
帝
国
主
義
の
軍
事
的
冒
険
主
義
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ

て
い
る
。（

（1
（

と
、
極
め
て
強
い
言
葉
で
そ
の
軍
事
的
侵
略
性
の
危
険
を
指
摘
す
る
。
そ

し
て
こ
の
侵
略
性
、
危
険
性
を
実
際
に
具
現
す
る
権
力
主
体
が
絶
対
的
天

皇
制
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
故
、
日
本
で
の
闘
争
の
第
一
は
「
天
皇
制
の
転

覆
」
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
封
建
的
地
主
に
対
す
る
「
大
土
地
所
有
の
廃

止
」
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
す
る
「
七
時
間
労
働
制
の
実
現
、
資
本
主

義
的
大
経
営
の
労
農
兵
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
統
制
」
な
ど
の
近
代
化
項
目
は

二
番
目
三
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
一
段
階
革
命
論
の
「
三
一
年
テ
ー
ゼ
草
案
」
は
も
と
よ
り

「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
「
二
二
年
綱
領
草
案
」
な
ど
に
較
べ
て
も
著
し
く
ラ
ジ

カ
ル
な
〝
ま
ず
天
皇
制
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
何
事
も
始
ま
ら
な
い
〟
と
い

う
ウ
ル
ト
ラ
二
段
階
革
命
論
と
し
て
、
独
自
か
つ
極
左
的
な
本
質
を
も
っ

た
テ
ー
ゼ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
は
『
赤
旗
』
一
九
三
二
年
七
月
十
日
特
別
号

（図④）「『３２年テーゼ』で提示された日本の権
力構造の概念」

独
自
の
、
相
対
的
に
大
な
る
役
割
と
、
似
而
非
立
憲
的
形
態
で
軽
く

粉
飾
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
そ
の
絶
対
的
性
質
を
保
持
し
て
い

る
。
（
＊
傍
線
は
筆
者
、な
お
〝
天
皇
制
〟
と
い
う
訳
語
は
〝
君
主
制
〟
に
か
わ
っ

て
「
三
一
年
テ
ー
ゼ
草
案
」
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）（

（1
（

で
あ
る
。
奇
妙
な
リ
ズ
ム
を
持
つ
悪
文
（
悪
訳
？
）

（
（1
（

だ
が
、
「
寄
生
的
封
建

的
階
級
」
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
い
う
新
旧
二
つ
の
優
越
的
経
済
勢
力

と
柔
軟
な
連
携
を
保
ち
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
二
階
級
の
利
益
に
完
全
に

「３２年テーゼ」で提示された日本の権力構造の概念

軍部 議会絶対主義天皇制・官僚機構
（行政・警察）

寄生的封建階級 ブルジョアジー（資本家経営者）
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に
掲
載
さ
れ
た
が
、
片
山
潜
、
野
坂
参
三
、
山
本
懸
蔵
ら
当
時
ソ
ビ
エ
ト

に
い
た
日
本
共
産
党
メ
ン
バ
ー
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
協
議
し
て
決
定
し
た

と
い
う
大
ま
か
な
筋
道
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
。（

（1
（

し
か
し
、
ソ
連
崩
壊
に

よ
っ
て
当
時
の
機
密
資
料
が
公
開
さ
れ
る
に
い
た
り
、
一
橋
大
学
加
藤
哲

郎
教
授
ら
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
そ
の
生
々
し
い
策
定
経
過
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。（

（1
（

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
テ
ー
ゼ
策
定
は
オ
ッ
ト
ー
・
ク
ー

シ
ネ
ン

（
（1
（

ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
幹
部
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
最
終
的
に
決
定
し
た

と
さ
れ
る
一
九
三
二
年
五
月
の
〝
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
西
欧
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
議
〟

な
る
も
の
は
実
在
せ
ず
、
片
山
潜
、
野
坂
参
三
ら
の
関
与
も
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
関
わ
っ
た
の
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
東
洋
部
の
一

職
員
山
本
正
美

（
（1
（

一
人
だ
っ
た
と
い
う
。

　

前
掲
「
テ
ー
ゼ
集
」
で
も
、
関
連
論
文
と
し
て
は
ク
ー
シ
ネ
ン
な
ど
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
側
の
解
説
論
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
側
の
発
言
は

「
日
本
問
題
に
関
す
る
新
テ
ー
ゼ
発
表
に
際
し
同
志
諸
君
に
告
ぐ
」
と
い

う
〝
国
際
共
産
党
日
本
支
部
／
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
〟
の
〝
承
詔
必

謹
〟
の
言
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

「
テ
ー
ゼ
集
」
編
者
の
一
人
で
あ
る
山
辺
健
太
郎
も
後
書
き
の
解
説
で

日
本
で
は
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
そ
の
も
の
よ
り
も
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
に

で
て
い
た
絶
対
主
義
の
概
念
を
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ

の
側
に
ま
ち
が
い
が
あ
っ
た
…
…
テ
ー
ゼ
で
は
、
明
治
維
新
で
成
立

し
た
も
の
を
絶
対
主
義
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
で
は
、
そ
の
後

も
ず
っ
と
絶
対
主
義
で
あ
っ
た
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。

と
自
己
批
判
と
も
感
想
と
も
つ
か
ぬ
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
い
さ
さ
か
無
理
筋
と
い
う
も
の
で
、
テ
ー
ゼ
は
、
現
前
の
天
皇
制
の

打
倒
を
口
を
極
め
て
連
呼
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
に
続

く
山
辺
の
一
言
が
こ
の
テ
ー
ゼ
の
問
題
点
を
突
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
＊
テ
ー
ゼ
が
出
た
一
九
三
〇
年
代
に
）
天
皇
制
が
ど
う
い
う
性
格
の
も

の
に
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
分
析
が
（
＊
こ
の
三
二
年
テ
ー
ゼ
に
は
）

な
い
。
こ
れ
が
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
一
番
の
欠
点
だ
と
私
は
思
っ
て
い

る
。（

（1
（

　

正
に
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
は
、
日
本

の
運
動
者
の
意
見
や
総
括
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
内
部
で
策
定
さ
れ
、
日
本
の
運
動
の
現
場
に
突
然
提
示
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

従
っ
て
、〔
三
章
〕
で
例
示
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
の
文
書
が
、

何
か
よ
そ
よ
そ
し
い
他
者
の
言
と
し
て
言
及
し
て
い
る
〝
戦
略
の
変
更
〟

…
…
そ
の
基
本
的
な
部
分
は
、
日
本
に
於
て
当
面
す
る
×
×
（*

革
命
）

の
性
質
に
関
す
る
規
定
を
、
「
社
会
主
義
革
命
へ
の
強
行
的
転
化
の

傾
向
を
持
つ
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
×
×
（*

革
命
）
で
あ
る
。
」
と

云
ふ
様
に
、
最
近
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
最
も
関
係
し
て
居
る
。
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と
い
っ
た
他
人
事
の
よ
う
な
言
い
回
し
も
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

五
．
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
源
泉

　

一
九
三
二
年
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
終
末
期
に
、
極
め
て
ラ
ジ

カ
ル
な
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
が
〝
突
然
〟
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
い
う
国
際
的

上
部
機
関
か
ら
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
外
か
ら
、
上
か
ら
提

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
が
、
日
本
の
主
体
的
な
社
会
主
義
運
動
、
文
化
運

動
を
窮
地
に
追
い
こ
み
、
第
二
次
大
戦
を
志
向
す
る
軍
国
主
義
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
抵
抗
す
る
統
一
戦
線
の
結
集
を
妨
げ
、
運
動
自
体
の
崩
壊
を
招
い

た
─
─
と
い
う
見
方
は
現
在
で
は
ほ
ぼ
事
実
に
即
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
が
な
ぜ
生
み
出
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
も
概
ね
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
の
起
源
は
一
九
二
八
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
モ
ス
ク
ワ
で
開
催

さ
れ
た
第
六
回
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
の
諸
決
定
・
綱
領
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
要
約
す
れ
ば
─
─

①
〔
第
三
期
論
〕
資
本
主
義
は
崩
壊
の
最
終
段
階
に
入
っ
た
。

②
〔
極
左
主
義
〕
攻
撃
的
、
極
左
的
路
線
に
よ
っ
て
こ
の
危
機
を
激
化

さ
せ
資
本
主
義
を
崩
壊
に
導
く
。

③
〔
帝
国
主
義
戦
争
反
対
〕
戦
争
の
危
機
は
資
本
主
義
最
終
段
階
の
不

可
避
的
現
象
と
捉
え
、
こ
れ
を
内
乱
に
転
化
し
資
本
主
義
崩
壊
を
決

定
づ
け
る
。

④
〔
社
会
フ
ァ
シ
ス
ト
排
撃
〕
共
産
党
以
外
の
全
て
の
穏
健
な
左
派
は
、

革
命
情
勢
を
曖
昧
化
す
る
主
要
な
敵
と
規
定
し
排
撃
す
る
。

と
い
う
非
常
に
ラ
ジ
カ
ル
な
戦
略
を
表
明
し
て
い
る
。

　

確
か
に
こ
の
翌
年
に
は
誰
し
も
が
資
本
主
義
の
終
末
を
想
像
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
世
界
大
恐
慌
が
起
こ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
、
第
二
次
世

界
大
戦
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
そ
の
よ
う
な
大
変
動

を
予
見
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
し
か
し
結
果
論
で
あ
っ
て
、
大
会
決
議
の
一
つ
「
帝
国
主
義
戦

争
に
反
対
す
る
闘
争
と
共
産
主
義
者
の
任
務
」

（
（1
（

を
見
る
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
は
や
や
異
な
る
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
を
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
帝
国

主
義
戦
争
の
矛
先
が
ソ
連
邦
に
襲
い
か
か
っ
て
き
は
し
な
い
か
と
い
う
恐

怖
と
警
戒
感
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

の
帝
国
主
義
国
家
内
に
い
る
共
産
主
義
者
に
、
三
万
字
に
及
ぶ
長
大
な
論

文
で
神
経
質
な
ま
で
の
詳
細
な
指
示
と
注
意
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
警
戒
感
は
、
一
国
社
会
主
義
と
い
う
シ
ビ
ア
な
道
を
選
択
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
ソ
連
邦
な
い
し
ス
タ
ー
リ
ン
の
基
本
的
な
ト
ラ
ウ
マ
で
あ

り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
が
指
し
示
し
た
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
は
そ
の

必
然
的
な
防
御
反
応
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
一
九
二
八
年
と
い
う
時
点
で
は
ま
だ
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
台
頭

し
て
お
ら
ず
、
ソ
連
邦
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
勢
力
～
国
家
は
、
欧
州
の

帝
国
主
義
諸
国
以
上
に
、
中
国
大
陸
に
露
骨
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
天

皇
制
日
本
の
帝
国
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
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の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
が
「
天
皇
制
を
主
敵
と
す
る
闘
争
」
と
い
う
「
三
二
年

テ
ー
ゼ
」
の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
日
本
の
運
動
に
賦
課
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
〝
言
葉
〟
の
氾
濫
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も

ビ
ラ
に
も
チ
ラ
シ
に
も
溢
れ
る
の
で
あ
る
。

六
．
総
括
・
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
受
容
と
終
焉

　

「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
が
、
日
本
の
社
会
運
動
、
文
化

運
動
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
帰
結
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
は
語
り
尽

く
さ
れ
た
観
も
あ
る
。
─
─
革
命
は
近
い
（
三
期
論
）
と
い
う
幻
想
を
ふ

り
ま
い
て
リ
ア
ル
な
民
衆
・
運
動
者
・
文
学
者
を
混
乱
さ
せ
た
、
社
会
フ
ァ

シ
ズ
ム
論
に
よ
っ
て
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
線
を
分
裂
さ
せ
た
、
政
治
主
義
に

よ
っ
て
文
学
運
動
を
混
乱
に
陥
れ
た
…
…
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
時
代
文
書
を
み
て
い
く
と
そ
れ
で
〝
話
は
す
ん
だ
〟
と
は

い
え
な
い
。
運
動
の
現
場
の
人
々
が
、
こ
の
「
テ
ー
ゼ
」
を
あ
る
感
動
と

共
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
、
運
動
の
実
際
に
生
か
そ
う
と
し
た
と
い
う
報

告
も
あ
る
。

◆
槇
村
浩
の
事
例

　

例
え
ば
、
高
知
の
詩
人
槇
村
浩

（
（2
（

の
詩
集
『
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌

―

槇
村
浩
詩
集
』
の
後
書
き

（
（2
（

に
、
同
時
代
に
槇
村
と
と
も
に
運
動
を
し
た
浜

田
勇
の
述
懐
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
地
方
の
秘
密
ア
ド
か
ら
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
草
案
が
送
ら
れ
て
き

た
時
、
私
ら
は
一
夜
が
か
り
で
そ
れ
を
写
し
て
廻
し
読
み
し
、
す
っ

か
り
興
奮
し
ま
し
た
。
…
…
高
知
四
四
連
隊
へ
の
反
戦
ビ
ラ
ま
き
な

ど
も
そ
の
決
定
に
よ
っ
て
や
り
ま
し
た
。

　

彼
等
は
「
テ
ー
ゼ
」
に
感
応
し
て
兵
営
内
に
ビ
ラ
を
撒
く
と
い
っ
た
危

険
を
あ
え
て
冒
し
当
局
を
震
撼
さ
せ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
紡
績

工
場
の
寮
に
塀
を
乗
り
こ
え
て
通
い
、
文
学
サ
ー
ク
ル
や
資
本
論
研
究

サ
ー
ク
ル
を
組
織
す
る
と
い
っ
た
日
常
活
動
も
重
ね
て
お
り
、
作
家
同
盟

の
支
部
も
結
成
し
て
い
る
。
「
テ
ー
ゼ
」
に
は
、
現
場
を
持
た
な
い
中
央

の
〝
知
識
人
〟
と
は
異
な
る
、
実
際
の
運
動
者
が
〝
興
奮
〟
し
て
受
容
で

き
る
何
か
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
上
か
ら
の
ラ

ジ
カ
リ
ズ
ム
の
反
映
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
憶
に
留
め
る
べ
き
こ
と
で

は
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
〝
無
理
筋
〟
は
や
は
り
〝
無
理
筋
〟
で
あ
る
。

　

か
つ
て
「
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌
」
や
「
生
け
る
銃
架
」
な
ど
溌
剌
と

し
た
反
体
制
の
進
軍
歌
を
生
み
出
し
、
活
動
の
渦
中
に
い
て
捕
ま
り
数
年

の
服
役
を
終
え
た
詩
人
槇
村
浩
が
、
貴
司
の
前
に
「
狷
介
不
遜
の
」
し
か

し
「
惨
た
ん
た
る
病
人
」
と
な
っ
て
現
れ
、
理
解
に
余
る
詩
稿
「
ダ
ッ
タ

ン
海
峡
」

（
（2
（

を
提
示
す
る
。
元
来
槇
村
の
詩
は
、
何
と
い
う
こ
と
の
な
い
固

有
名
詞
・
地
名
す
ら
が
詩
の
な
か
で
生
き
生
き
と
し
た
輝
き
と
暗
喩
の
翼

を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
特
質
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
ダ
ッ
タ
ン
海
峡
」

で
は
、
そ
れ
ら
の
言
葉
の
異
様
な
乱
舞
が
人
を
途
惑
わ
せ
る
。
そ
れ
は
詩
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人
の
〝
身
体
〟
と
〝
詩
〟
が
「
テ
ー
ゼ
」
の
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
に
屈
服
し
た

姿
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

◆
小
林
多
喜
二
の
事
例

　

自
分
の
文
学
に
「
テ
ー
ゼ
」
の
教
条
を
極
め
て
忠
実
に
生
か
そ
う
と
正

面
か
ら
努
力
し
た
、
お
そ
ら
く
た
だ
一
人
の
小
説
家
が
小
林
多
喜
二
で
あ

ろ
う
。

　

し
か
し
他
方
で
、
多
喜
二
が
八
十
年
以
上
た
っ
て
も
再
版
が
続
く
数
少

な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
家
の
一
人
と
な
り
え
て
い
る
理
由
は
「
テ
ー
ゼ
」

に
忠
実
な
政
治
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
小
説
を
徹
底
的
に
〝
物
語
り
〟

…
…
テ
ー
ラ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
捉
え
る
作
家
的
ス
タ
ン
ス
に
あ
る
。

「
蟹
工
船
」
や
「
党
生
活
者
」
の
よ
う
な
長
篇
で
も
、
稿
紙
六
枚
ほ
ど
の

掌
編
「
テ
ガ
ミ
」
で
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
。
一
般
に
思
わ
れ

て
い
る
の
と
は
逆
に
、
多
喜
二
の
創
作
方
法
は
物
語
り
が
「
主
」
で
あ
り

政
治
は
（
三
二
年
テ
ー
ゼ
は
！
）「
従
」
な
の
だ
。
「
従
」
は
「
主
」
の
内
部

に
埋
設
さ
れ
る
…
…
〝
物
語
化
〟
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
八
十
年
後

の
読
者
は
小
林
多
喜
二
に
面
白
さ
を
感
じ
る
。
（
も
ち
ろ
ん
、
埋
設
さ
れ
た

「
従
」
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
ば
か
り
に
興
味
を
も
つ
読
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
読
者
の
勝
手
だ
が
、
作
品
に
と
っ
て
は
不
幸
な
こ
と
と
い
う
ほ
か
な
い
）

　

た
だ
、
こ
の
「
埋
設
」
は
、
や
は
り
〝
無
理
筋
〟
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
「
テ
ー
ゼ
」
が
日
本
の
リ
ア
ル
と
乖
離
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ

ど
そ
の
「
埋
設
」
は
無
理
な
力
わ
ざ
と
な
り
、
物
語
の
作
り
手
を
痛
め
つ

け
る
。
槇
村
浩
は
そ
の
無
理
に
耐
え
ら
れ
ず
病
ん
だ
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
小
林
多
喜
二
は
〝
今
の
と
こ
ろ
〟
そ
の
力
わ
ざ
の
闘
い
か
ら
退
却

し
た
と
い
う
兆
候
は
見
出
せ
な
い
。

　

そ
れ
は
、
小
林
多
喜
二
が
物
語
作
家
と
し
て
類
い
稀
な
強
靱
な
〝
身
体
〟

を
持
っ
て
い
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
凡
百
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
中

で
、
何
故
彼
が
そ
の
よ
う
な
物
語
作
家
と
し
て
の
強
固
な
身
体
を
獲
得
し

た
の
か
、
そ
れ
は
作
家
論
と
し
て
秘
鑰
中
の
秘
鑰
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
今

そ
れ
を
考
え
詰
め
る
余
裕
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
運
動
・
文

化
・
文
学
の
課
題
は
、
無
数
の
文
書
、
ビ
ラ
、
チ
ラ
シ
の
文
言
の
氾
濫
に

関
わ
ら
ず
、
運
動
の
崩
壊
に
よ
っ
て
結
末
を
迎
え
た
。

　

一
九
三
四
年
二
月
、
鹿
地
亘
の
悲
鳴
の
よ
う
な
解
散
声
明
を
残
し
て
作

家
同
盟
は
解
散
す
る
─
─

我
が
同
盟
の
活
動
的
作
家
た
ち
は
、
…
…
機
関
誌
の
発
行
の
擁
護
、

同
盟
費
の
納
入
、
組
織
活
動
遂
行
等
の
一
切
の
義
務
を
放
棄
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
絶
対
多
数
を
以
つ
て
そ
れ
へ
の
不
信
を
表
明
し
つ
ゝ

あ
り
…
…
過
去
の
政
策
に
於
け
る
機
械
的
な
極
左
的
欠
陥
…
…
の

克
服
を
以
つ
て
し
て
も
、
従
来
の
形
式
は
も
は
や
作
家
を
つ
な
ぎ
と

め
得
な
い
。
…
…
し
て
見
れ
ば
、
か
か
る
組
織
の
維
持
は
意
味
を
も

た
ぬ
。（

（2
（

　

と
こ
ろ
が
栗
原
幸
夫
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
そ
の
時
代
』
に
よ
る
と
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ナ
ル
プ
（
＊
作
家
同
盟
）
の
解
散
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
発
展
と

み
る
林
房
雄
、
徳
永
直
、
山
田
清
三
郎
ら
は
、
い
っ
せ
い
に
長
編
小

説
に
と
り
か
か
っ
た
。
「
文
学
批
評
の
官
僚
的
支
配
を
蹴
っ
て
、
の

び
の
び
と
、
自
由
に
、
大
い
に
創
作
し
よ
う
」
と
い
う
徳
永
の
呼
び

か
け
は
、
ま
さ
に
こ
の
人
た
ち
の
合
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
林
房
雄
の

「
青
年
」
、
徳
永
直
の
「
黎
明
期
」
、
山
田
清
三
郎
の
「
地
上
に
待
つ

も
の
」
、
橋
本
英
吉
「
炭
坑
」
等
々
の
長
篇
が
現
わ
れ
た
。（

（2
（

と
い
う
意
外
な
結
果
と
な
る
。
作
家
同
盟
の
解
散
、
つ
ま
り
「
三
二
年
テ
ー

ゼ
」
の
呪
縛
か
ら
の
解
放
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
に
大
き
な
開
放
感
と

創
作
意
欲
を
取
り
戻
さ
せ
る
と
い
う
逆
説
的
成
果
を
生
み
出
し
た
の
で
あ

る
。

　

た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
〝
解
放
〟
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
も

と
の
地
点
に
立
ち
戻
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
時
代
は
文
学
を
踏
み

越
え
て
大
き
く
動
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
一
時
の
平
和
は
、

一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
き
し
み
始
め
る
。
一
九
三
一
年
日
本

は
東
北
中
国
の
一
帯
を
軍
事
占
領
し
て
「
満
州
国
」
と
す
る
。
一
九
三
三

年
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
掌
握
す
る
。
そ
の
同
じ
冬
、
小
林
多
喜
二
が
特

高
警
察
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
る
。
一
九
三
四
年
日
本
は
国
連
か
ら
脱
退
す

る
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
日
中
戦
争
が
始
ま
る
。

　

「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
小
説
書
き
を
待
ち
受
け
て
い
た

の
は
、
反
抗
も
批
判
も
許
さ
な
い
軍
国
主
義
の
〝
絶
対
主
義
的
権
力
〟
で

あ
り
、
人
々
は
そ
れ
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
て
己
の
生
き
る
場
所
を
確

保
す
る
か
奔
走
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

一
九
三
五
年
第
七
回
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
は
、
漸
く
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危

険
性
を
認
知
し
、
社
会
民
主
主
義
勢
力
を
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
呼
ば
わ
り
し

た
近
親
憎
悪
的
な
政
策
を
撤
回
し
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
政
策
に
転
換

し
た
。
そ
こ
で
一
九
三
六
年
二
月
、
日
本
に
対
し
て
も
こ
の
転
換
を
告
知

す
る
「
日
本
共
産
主
義
者
へ
の
手
紙
」
が
発
せ
ら
れ
る
が
、
既
に
そ
の
頃
、

日
本
に
は
そ
れ
を
受
け
と
る
べ
き
組
織
も
運
動
体
も
無
く
な
っ
て
い
た
。

　

元
来
、
日
本
の
近
代
文
学
の
一
翼
を
担
う
は
ず
だ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
）
が
、
ラ
ジ
カ
ル
な
文
言
を
ま
き
散

ら
し
た
ま
ま
突
然
、
途
切
れ
る
よ
う
に
消
滅
す
る
と
い
う
の
は
、
奇
妙
な

事
態
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
央
の
、
な
い
し
上
部
の
推
移
を
見
て
い

る
だ
け
で
は
事
の
真
相
は
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
頭
記
の
資
料
集
成

作
業
な
ど
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
〝
現
場
〟
の
動
き
や
想
い
の
焼
き
込
ま

れ
た
一
次
資
料
と
、
全
体
と
を
照
合
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
…
…
さ
ら
に

は
、
戦
後
の
サ
ー
ク
ル
運
動
な
ど
に
つ
な
が
る
、
時
代
の
底
深
く
を
か
い

く
ぐ
っ
た
地
下
水
脈
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
、
新
た
な
地
点
が
見
出
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（2

0
1
6
/
2
/
1
4

）
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注
（
１)
小
樽
文
学
館
所
蔵
「
池
田
壽
夫
旧
蔵
書
」
：
こ
の
文
庫
は
戦
前
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
（
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｆ
）
の
働
き
手
で
あ
り
、
評
論
家
で
も
あ
っ

た
池
田
壽
夫
（1

9
0
6
-
1
9
4
4

）
が
蒐
集
保
存
し
た
も
の
で
、
ご
遺
族
に
よ
っ

て
小
樽
文
学
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
多
数
の
単
行
本
、
雑
誌
、
お
よ
び
ビ
ラ
や

チ
ラ
シ
な
ど
の
生
資
料
か
ら
な
り
、
同
文
学
館
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
２)

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
「
第
六
回
大
会
中
央
委
員
会
報
告
」
：
池

田
旧
蔵
書
所
収
の
、
表
紙
と
も
三
〇
頁
の
謄
写
版
刷
り
冊
子
で
あ
る
。
表
紙

に
「
一
九
三
三
年
六
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時　

於　

築
地
小
劇
場
」
と

あ
る
が
、
実
際
に
開
催
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

大
系
６
』
（
三
一
書
房　

一
九
五
四
年
刊
）
の
巻
末
年
表
に
は
、
実
質
は
拡

大
中
央
委
員
会
と
し
て
六
月
五
日
に
開
か
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

お
そ
ら
く
、
官
憲
の
介
入
を
避
け
る
た
め
に
十
一
日
と
い
う
ダ
ミ
ー
の
開

催
日
時
を
公
表
し
て
お
い
て
、
そ
の
何
日
か
前
に
縮
小
し
た
形
で
ひ
そ
か
に

会
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
拡
大
中
央
委
員
会
な
ら
個
人
宅
で
も
密
か
に
開
く

こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　

因
み
に
、
一
年
前
の
一
九
三
二
年
五
月
に
築
地
小
劇
場
で
実
際
に
開
か
れ

た
第
五
回
大
会
は
、
臨
場
警
官
に
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
争
乱
状
態
の
中
で
十

人
近
い
幹
部
や
作
家
が
検
挙
拘
留
さ
れ
て
い
る
。
当
時
も
は
や
通
常
の
形
で

左
翼
運
動
の
大
き
な
会
合
を
開
く
自
由
は
、
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

（
３)

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
：
一
九
一
九
年
、
社
会
主
義
革
命
を
成
就
し
た
ソ
連
邦
の

首
都
モ
ス
ク
ワ
に
創
設
さ
れ
た
、
世
界
の
社
会
主
義
運
動
の
総
本
部
。
各
国

の
共
産
党
は
こ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
部
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
り
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
や
大
会
の
決
定
事
項
を
各
国
共
産
党
は
遵
守
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
一
九
四
三
年
廃
止
。

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
〕（2

0
1
6
/
2
/
1
3

閲

覧
）
な
ど
に
よ
る
。

（
４)

ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
：
本
来
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
お
い
て
レ
ー
ニ
ン
に
次
ぐ
指

導
者
で
あ
っ
た
レ
フ
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
（1

8
7
9

～1
9
4
0

）
の
革
命
思
想
を
指
す
。

永
続
革
命
と
反
官
僚
主
義
を
特
徴
と
す
る
理
想
主
義
的
な
革
命
論
で
、
ス

タ
ー
リ
ン
の
現
実
主
義
的
な
一
国
社
会
主
義
論
と
は
原
理
的
に
相
容
れ
な

い
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
レ
ー
ニ
ン
死
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
抗
争
に
敗
れ
て
亡

命
、
執
拗
に
追
い
迫
っ
た
刺
客
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
で
殺
害
さ
れ
た
。

　
　
　

一
般
に
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
」
と
い
う
い
い
方
は
、
ス
タ
ー

リ
ン
時
代
に
形
成
さ
れ
た
「
裏
切
り
者
」
「
ニ
セ
サ
ヨ
ク
」
と
い
っ
た
攻
撃

的
な
蔑
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
〕

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

レ
フ
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
〕（2

0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）
な
ど
に
よ
る
。

（
５)

日
本
に
特
化
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
テ
ー
ゼ
：
石
堂
清
倫
、
山
辺
健
太

郎
編
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
／
日
本
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
集
』（
以
下
『
テ
ー
ゼ
集
』

と
略
記
）
青
木
文
庫　

一
九
七
三
年
刊
、
に
よ
る
と

　
　

◆
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」
一
九
二
二
年

　
　

◆
「
日
本
に
関
す
る
決
議
」
（
二
七
年
テ
ー
ゼ
）

　
　

◆
「
日
本
共
産
党
政
治
テ
ー
ゼ
草
案
」
一
九
三
一
年

　
　

◆
「
日
本
に
お
け
る
情
勢
と
日
本
共
産
党
の
任
務
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」（
三
二

年
テ
ー
ゼ
）

　
　

◆
「
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
の
手
紙
」
一
九
三
六
年
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な
ど
が
著
名
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
６)
前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
31
頁

（
７)

前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
51
～
53
頁

（
８)

シ
ン
パ
組
織
と
党
勢
の
拡
大:

貴
司
山
治
の
小
説
「
一
九
三
三
年
」
に
そ

の
時
期
の
思
い
出
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

三
二
年
の
祝
田
（
＊
風
間
丈
吉
あ
る
い
は
岩
田
義
道
？
）
の
再
建
活

動
は
、
祝
田
自
身
の
天
才
的
な
指
導
で
、
中
央
部
は
地
下
深
く
に
い
て
、

…
…
党
機
関
紙
『
赤
旗
』
の
活
版
印
刷
、
週
刊
実
現
─
─
そ
れ
に
よ
る

党
の
セ
ク
ト
主
義
の
清
算
、
大
衆
化
へ
の
躍
進
と
、
見
事
な
転
換
を
や
っ

て
の
け
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
党
史
に
な
い
よ
う
な
、
不
朽
の
業

績
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。

　

一
方
こ
の
再
建
党
の
ま
わ
り
に
は
、
合
法
面
で
多
く
の
シ
ン
パ
サ
イ

ザ
ー
の
組
織
が
行
わ
れ
、
大
学
教
授
、
俳
優
、
作
家
、
音
楽
家
、
科
学

者
…
…
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
支
持
者
の
組
織
が
の
び
、
し
ま
い
に
は
皇
族

の
中
か
ら
さ
え
献
金
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
…
…

　

と
こ
ろ
が
三
二
年
の
祝
田
の
党
は
、
そ
れ
ら
の
シ
ン
パ
網
か
ら
破
綻

し
て
き
た
。
伊
達
が
五
月
に
不
意
に
検
挙
さ
れ
て
み
る
と
、
伊
達
の
献

金
表
と
で
も
い
っ
た
書
類
が
警
視
庁
特
高
一
課
の
、
係
警
部
の
手
中
に

あ
る
の
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
金
を
わ
た
し
た
日
時
、
場
所
、
相
手
方

の
変
名
、
伊
達
の
変
名
な
ど
、
い
ち
い
ち
事
実
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
「
一
九
三
三
年
」
は
『
貴
司
山
治
小
説
集
・
丹
波
ア
リ
ラ
ン
』
貴
司
山
治

n
e
t

資
料
館　

二
〇
一
三
年
刊　

57
頁
）

（
９)

飯
塚
盈み

つ
の
ぶ延

／
ス
パ
イ
Ｍ
／
ス
パ
イ
松
村:

渡
辺
政
之
輔
の
も
と
で
組
合
活

動
で
の
優
秀
さ
を
認
め
ら
れ
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
大
学
に
留
学
。
帰
国
後
検
挙

中
に
警
視
庁
ス
パ
イ
に
転
身
、
風
間
共
産
党
の
中
央
委
員
と
な
り
家
屋
資
金

局
を
担
当
、
地
下
活
動
の
総
て
が
警
視
庁
に
筒
抜
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て

一
九
三
二
年
十
月
の
熱
海
事
件
で
の
共
産
党
幹
部
一
斉
検
挙
を
段
取
っ
た

後
、
闇
に
消
え
た
。
（1

9
0
2

～1
9
6
5

）

　
　
　

戦
後
、
小
林
峻
一
・
鈴
木
隆
一
『
昭
和
史
最
大
の
ス
パ
イ
・
Ｍ
：
日
本
共

産
党
を
壊
滅
さ
せ
た
男
』
ワ
ッ
ク　

二
〇
〇
六
年
刊
、
立
花
隆
『
日
本
共
産

党
の
研
究
１
～
３
』
講
談
社
文
庫　

一
九
八
三
年
刊
、
な
ど
に
よ
り
そ
の
闇

の
全
貌
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
10)

前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
81
～
82
頁

（
11)

「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
の
訳
文
は
戦
後
の
よ
り
平
明
な
村
田
陽
一
の
訳
文
（
『
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
第
五
巻
』
大
月
書
店　

一
九
八
二
年
刊
）
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
編
者
山
辺
健
太
郎
が
新
仮
名
に
な
お
す
以
外
は
「
も
と
発
表
さ
れ

た
ま
ま
の
文
章
に
し
た
」
と
解
説
で
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』

の
テ
キ
ス
ト
を
引
用
し
た
。

（
12)

前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
76
頁

（
13)

前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
79
頁

（
14)

三
二
年
テ
ー
ゼ
策
定
の
い
き
さ
つ
は
、
例
え
ば
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
32
年

テ
ー
ゼ
」
に
は
「
日
本
か
ら
は
片
山
潜
、
野
坂
参
三
、
山
本
懸
蔵
ら
が
参
加

し
て
討
議
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

32
年
テ
ー
ゼ
〕（2

0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）

（
15)
加
藤
哲
郎
「
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
と
山
本
正
美
の
周
辺
」（
『
山
本
正
美
裁
判

記
録
論
文
集
・
解
説
』
新
泉
社　

一
九
九
八
年
刊
）

　
　

そ
の
概
要
は
著
者
自
身
に
よ
るu

p
l
o
r
d

　
　

〔h
t
t
p
:
/
/
m
e
m
b
e
r
s
.
j
c
o
m
.
h
o
m
e
.
n
e
.
j
p
/
t
e
k
a
t
o
/
M
A
S
A
M
I
1
.
h
t
m
l

〕
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（2
0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
16)

オ
ッ
ト
ー
・
ク
ー
シ
ネ
ン
：
元
来
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
、

ロ
シ
ア
革
命
後
独
立
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
親
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
作
っ
た

が
反
対
派
に
鎮
圧
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
に
亡
命
し
た
。
以
後
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

官
僚
と
し
て
執
行
委
員
会
書
記
に
ま
で
上
り
詰
め
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
作
成

に
も
関
わ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
重
用
さ
れ
、
多
く
の
亡
命
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
が
粛
清
さ
れ
る
中
で
そ
の
地
位
を
保
っ
た
。
粛
清
迫
害
さ
れ
た
妻
を
見
捨

て
地
位
を
保
っ
た
こ
と
、
反
ロ
シ
ア
の
気
風
の
強
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
で
あ

り
な
が
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
忠
実
な
官
僚
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
か
ら
は
嫌
悪
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
リ
ン

死
後
は
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
移
行
し
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
基
本
路
線
を
策

定
す
る
仕
事
も
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
極
め
て
〝
有
能
〟
な
官
僚
理
論

家
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（1

8
8
1

～1
9
6
4

）

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

オ
ッ
ト
ー
・
ク
ー
シ
ネ
ン
〕
な
ど

に
よ
る
。
（2

0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）

　
　
　

因
み
に
、
妻
ア
イ
ノ
も
日
本
と
関
わ
り
の
深
い
数
奇
を
極
め
た
経
歴
を
持

つ
。
オ
ッ
ト
ー
と
結
婚
後
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
職
員
と
な
り
一
九
三
四
年
赤
軍
参

謀
本
部
の
〝
正
式
の
〟
ス
パ
イ
と
し
て
二
度
に
亘
っ
て
〝
ス
エ
ー
デ
ン
の
女

流
作
家
〟
と
い
う
触
れ
こ
み
で
日
本
に
滞
在
、
美
貌
と
コ
ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て

広
い
人
脈
を
築
き
、
著
名
な
ス
パ
イ
ゾ
ル
ゲ
と
も
連
絡
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
戦
後
に
到
る
ま
で
彼
女
が
ス
パ
イ
だ
っ
た
こ
と
は
誰
に
も
知
ら
れ
な

か
っ
た
。
一
九
三
八
年
以
降
粛
清
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
て
拷
問
、
シ
ベ
リ
ア

送
り
な
ど
辛
酸
を
な
め
、
一
九
五
五
年
漸
く
名
誉
回
復
、
故
国
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
帰
り
生
涯
を
閉
じ
た
。(

1
8
8
6

～1
9
7
0
)

　
　

〔h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

ア
イ
ノ
・
ク
ー
シ
ネ
ン
〕
な
ど
に

よ
る
。
（2
0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）

（
17)

山
本
正
美
：
一
九
二
七
年
か
ら
五
年
間
モ
ス
ク
ワ
の
共
産
大
学
で
学
び
プ

ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
（
赤
色
労
働
組
合
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
職
員
と
し
て
働
き
、
一
九
三
二
年
末
帰
国
し
て
崩
壊
状
態
の
共
産
党

の
委
員
長
と
な
っ
た
が
一
九
三
三
年
五
月
に
は
検
挙
投
獄
さ
れ
た
。
公
判
廷

で
の
長
大
な
陳
述
は
貴
重
な
資
料
と
し
て
戦
後
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
『
山
本

正
美
治
安
維
持
法
裁
判
陳
述
集
』
新
泉
社　

二
〇
〇
五
年
刊
）
。
一
九
四
三

年
満
期
出
獄
。
戦
後
は
「
湯
本
正
夫
」
の
筆
名
で
多
く
の
新
聞
雑
誌
に
執
筆
。

共
産
党
組
織
で
働
い
た
が
一
九
六
二
年
〝
社
会
主
義
革
新
運
動
〟
に
参
加
し

共
産
党
を
除
名
さ
れ
、
以
後
新
左
翼
系
で
活
動
、
労
働
運
動
研
究
所
創
立
に

参
加
し
た
。
（1

9
0
6

～1
9
9
4

）

　
　

〔h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
m
v
.
c
o
.
j
p

〕
の
『
山
本
正
美
治
安
維
持
法
裁
判
陳
述
集
』

書
誌
情
報
、
〔h

t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

山
本
正
美_

（
日
本

共
産
党
）
〕
な
ど
に
よ
る
。
（2

0
1
6
/
2
/
1
3

閲
覧
）

（
18)

前
掲
『
テ
ー
ゼ
集
』
255
頁
、
山
辺
健
太
郎
「
解
説
」　

（
19
）
村
田
陽
一
編
訳
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
第
四
巻
』
大
月
書
店　

一
九
八
一
年
刊　

378
～
413
頁

（
20)
槇
村
浩
：
高
知
の
詩
人
、
本
名
吉
田
豊
道
。
一
九
三
〇
年
代
早
期
の
社
会

主
義
活
動
家
。
詩
に
天
才
的
才
能
を
発
揮
し
「
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌
」「
生

け
る
銃
架
」
「
明
日
は
メ
ー
デ
ー
」
な
ど
、
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
付
く
叙
事

詩
を
残
し
た
。
一
時
貴
司
宅
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
拘
禁
と
拷
問
に

よ
り
健
康
を
害
し
二
十
六
歳
で
死
去
。
貴
司
は
そ
の
原
稿
を
長
く
保
存
秘
匿

し
、
戦
後
『
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌
―
―
槇
村
浩
詩
集
』
を
出
版
、
ま
た
彼
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を
愛
惜
す
る
高
知
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の
詩
稿
、
評
論
な
ど
著
作
は
ほ
と

ん
ど
復
元
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（1

9
1
2

～1
9
3
8

）

（
21)

貴
司
山
治
・
中
沢
啓
作
編
『
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌

―
槇
村
浩
詩
集
』

新
日
本
出
版
社　

一
九
六
四
年
刊　

156
頁

（
22)

槇
村
浩
の
「
ダ
ッ
タ
ン
海
峡
」
は
、
最
も
新
し
い
校
訂
版
で
あ
る
平
和
資

料
館
・
草
の
家
刊
『
槇
村
浩
詩
集
』（
二
〇
〇
三
年
刊
）
の
猪
野
睦
氏
の
「
解

説
」
に
よ
れ
ば
出
獄
後
の
一
九
三
五
年
後
半
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
年

十
一
月
槇
村
は
貴
司
宅
を
訪
れ
、
詩
集
出
版
を
依
頼
し
て
他
の
多
く
の
詩
稿

と
共
に
こ
れ
を
貴
司
宅
に
預
け
た
。
そ
の
時
の
槇
村
を
貴
司
は
前
掲
『
間
島

パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌

―
槇
村
浩
詩
集
』
の
後
書
き
「
槇
村
浩
の
時
代
」
で

　
　

槇
村
は
二
十
三
歳
に
な
っ
て
い
て
、
昔
み
た
よ
う
な
少
年
の
青
く
さ
さ
は

う
す
れ
て
い
た
が
、
惨
た
ん
た
る
病
人
で
、
狷
介
不
遜
は
以
前
よ
り
鮮
や

か
だ
っ
た
。

　
　

と
記
し
て
い
る
。

　
　
　

「
ダ
ッ
タ
ン
海
峡
」
は
、
北
海
道
の
監
獄
に
い
る
市
川
正
一
、
徳
田
球
一
、

国
領
五
一
郎
ら
を
励
ま
す
祝
祭
的
な
詩
と
い
え
る
が
、
ソ
ビ
エ
ト
赤
軍
の
大

軍
が
北
海
道
、
ひ
い
て
は
日
本
列
島
を
〝
解
放
〟
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
「
日
本

を
ひ
た
す
サ
ヴ
ェ
ー
ト
同
盟
の
／
人
民
革
命
の
保
持
者
と
し
て
声
明
す
る
」

と
歌
い
上
げ
る
。

（
23)

作
家
同
盟
解
散
声
明
（
ナ
ル
プ
解
体
の
声
明
）
：
現
在
公
開
準
備
中
の
資

料
に
そ
の
原
文
コ
ピ
ー
（
校
正
紙
？ 

山
田
清
三
郎
の
印
と
誤
字
訂
正
書
き

込
み
が
あ
る
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
は
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
大
系
６
』 

三
一
書
房　

一
九
六
九
年
刊　

294
～
299
頁
、
な
ど
で
閲
読

で
き
る
。

（
24)

栗
原
幸
夫
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
そ
の
時
代
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会

二
〇
〇
四
年
刊　

165
頁
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